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中華学校に通う日本の子どもたち
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1 はじめに

 日本に在住する華僑華人1)子弟の教育を目的と
してきた中華学校に、中国系以外の子どもの就学

や入学希望者が増加 している。たとえば、横浜中

華学院では数年前まで、一学年一クラス10数人で

構成されていた学級に、近年では、定員36人 の2

倍近い入学希望者が押し寄せるようになっている。

入学希望者の大幅な増加の原因をたどると、これ

まで中華学校の射程に入っていなかった華僑華人
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以外 の子 ど も、 な か で も特 に 日本 人2)生 徒 が 増 え

た こ とが あ げ られ る。 ま た、 国際 結婚 を した両 親

の も とに生 まれた生徒 の増 加 も目立 っ てい る。

 日本 にお け る 中華 学校 は、神 戸 、 大 阪、 東 京 そ

して横 浜 に2校 の 合 計5校 あ る。 大 き く台湾(中

華民 国)系 と中国 大 陸(中 華 人 民 共和 国)系 に分

類 さ れ る。 神 戸 中華 同文 学校 と横 浜 山手 中華 学校

は、 大 陸系 に属 して い るた め漢 字 は簡体 字、 発音

記号 は ピ ンイ ン(併 音)を 使 用 して い る。 学校 行

事 で用 い られ る暦 は 日本 と中華 人 民 共和 国の もの

を基 本 と して お り、 祝 祭 日もそ れ に倣 っ て い る。

横 浜 山手 中 華学 校 に関 してい え ば、 中華 人民 共和

国 の 建 国 記 念 日に あた る 国慶 節(10月1日)は 、

学校 を あげ て大 きな イベ ン トを行 って い る。

 一方 、 東京 中華 学校 、横 浜 中華 学 院、 大 阪 中 華

学校 は、 台湾(中 華 民 国)の 教 育 部 の教 育 課 程 を

採 用 して お り、 教科 書 も基本 的 に台湾 で使 わ れ て
い る もの を使 用 して い る。 その た め学 生 が 学 ぶ 漢

字 は 繁体 字(た とえば、｢国｣で は な く｢國｣)で

あ り、発 音 も主 に注 音符 号 を使 用 して い る3)。暦 は

日本 と台 湾 の祝 祭 日に沿 って お り》 中華 民 国 の建

国 記 念 日で あ る双 十節(10月10日)の ほ か、 孔 子

生 誕祭(9月28日)な ど伝 統 文 化 に 沿 っ た祭 や儀

礼 を教育現 場 に取 り入れ て いる。

 大 陸系 、台 湾 系 に かか わ らず 、 中華 学 校 はい ず

れ も｢(1)華 僑 華 人の子 弟へ の 母語(中 国語)と

母 国 に関す る知 識 の教育 、(2)伝 統 知識 にそ った

道 徳教 育、(3)民 族 の 自覚、(4)中 日の 友 好 親

善 事 業 に積 極 的 に貢 献 で きる 人材 の育 成｣な ど、

教 育 目標 の 大 きな柱 は 共通 して い る。 よっ て、 本

論 で は以 上 で紹 介 した5校 を包 括 して 中華 学校 と

呼 ぶ。 イ ン タビ ュー対 象 や 各校 の ケ ー ス につ い て

触 れ る際 は別 途学校 名 を明記 す るこ ととす る。

中華学 校 か ら｢多 文化共 生｣を 考 える

 本 稿 で は、 建 校 して か ら110年[横 浜 中華 学 院

2007]来 、 未 曾有 の変 化 に直 面 して い る 日本 の 中

華 学 校 に 注 目 し、 そ の 現 場 か ら、 近 年 日本 で と

み に議 論 され る｢多 文 化 共生｣[駒 井2003;川 村

2008]に つ いて考 えた い。

 ｢多 文 化 共 生｣や｢多 民 族 共 生｣を 標 語 に、 社
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会 とい う大 きな 枠 組 み の な か で、 さ ま ざ まな 民

族や 文化 背 景 を持 つ 人 々の 共 生 を 目指す と き、 マ

ジ ョリテ ィで あ る 日本社 会 や 日本 人 側が 、 マ イ ノ

リテ ィで あ る外 国 人 を受 け 入 れ る とい う｢日 本 人

対外 国 人｣の 二 項対 立 の 構 図 で描 か れて きた よう

に思 う。受 けい れ る｢主 人｣は 常 に 日本側 で あ り、

受 け入 れ て もら う｢客 人｣は マ イ ノ リテ ィで あ る

外 国 人 で あ っ た。 しか し、 日本 の 中 華 学 校 で は、

まさ に｢主 人｣と｢客 人｣が 逆 転 す る とい う現 象

が起 きて い る。 日本 人の 保 護 者 はわ が子 の 人 生 に

大 きな影響 を及 ぼ す で あ ろ う教 育現 場 に、 これ ま

で｢民 族 学 校｣と して他 者 化 して きた 中華 学校 を

選択 して い る。 社 会 の｢主 人｣で あ っ た 日本 人 た

ちが 、マ イノ リテ ィで あ る｢客 人｣の 文化 を学 び、

またそ の 一 員 と して積 極 的 に コ ミュニ テ ィに参 画

してい る。

 なぜ 、 中華 学 校へ 子 ども を入学 させ る こ と を希

望す る 日本 人が増 えた のだ ろ うか。 新 しい形 の｢多

文化共 生｣が 、 中 華学 校 に露 呈 して い る ので は な

いか。
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 これ らの 問 いを、 日本 の社 会 的 背景 と中 華学 校

に通 う生徒 の ケー スス タデ ィー に よっ て解 明 した

い。 まず は じめ に、(1)多 様 な 外 国 人 の 流 入 に

伴 い、 日本 が か つ て の 欧 米 志 向 の｢国 際化｣か

ら、 国内 にお ける｢多 文化 共生｣を 謳 うよ うに なっ

た歴 史 的 変 遷 を た ど る。 次 に(2)越 境 者 、 定住

者 、 帰化 者 、 国際 結 婚 な ど各 統 計 を もと に多 民 族

化 ・多文化 化 してい る 日本の 実態 を明 らか にす る。

(3)中 華学校 の 設 立背景 、教 育 内容 、学 生 の推 移

と現 状分 析、(4)中 華学 校 に入学 してい る 日本 人

生 徒 とそ の保 護 者 の イ ンタ ビュ ー を通 して、新 し

い形 の｢多 文化 共生｣の 実態 を分析 す る。

 なお 本 論 は、 筆 者 が2006年8月 よ り横 浜 中 華 学

院 に通 う一生 徒 の保 護 者 と して同 校 で行 った 参与

観 察 を通 して得 た情 報 とデ ー ター の ほ か、2007年

4月 よ り2008年12月 まで 、数 回 に 分 け て横 浜 山 手

中 華学 校 、横 浜 中華学 院、 大 阪 中華 学 校、 神 戸 中

華 同文 学 校 の 先生 、生 徒 と保 護者 、 そ して卒 業 生

に 対す る イ ン タビ ュー調 査 で得 た情 報 を もと に分

析 を行 う。

五 越境者の増加 とともに多民族化 ・多文化化

 する日本

 こ こで は、1出 入国 者の推 移 と入 国者の 出身 地、

2帰 化者 、3国 際結 婚 に関す る各統 計 の分 析 を通

して、 多 民 族化 ・多文 化 化 す る 日本 社 会 の変 化 を

見 てゆ く。

1 欧 米 志 向 の｢国 際化｣か ら、 国 内 で 実践 で き

 る｢多 文化 共生｣へ

 日本 の 出入 国 者 に関 す る統 計 デ ー ターか ら、 国

境 を越 え て移 動 す る 人 々の推 移 を見 て み たい 。 ま

ず 、 表1に あ る外 国 人 の入 国 者 数 を見 る と、1975

年 の78万 人か ら増 加傾 向 を示 してお り、30年 間 で

10倍 近 く増 えて い る のが わ か る。 一 方、 日本 人 の

出国 者 も30年 間 で7倍 近 い伸 び を示 してお り、 日

本の 国境 を 出入 りす る人 々が 増 加 して い る こ とが

わか る[山 下2007]。 なかで も再 入 国 を して い る

外 国人 の 伸 び率 が 著 しい。 これ は再 入 国 ビザ を所

持 して い る外 国 人 、つ ま り 日本 に 定住 して い る外

国 人が 増 えてい る こ とを示 してお り、 日本 社 会 が

多民族 化 ・多文 化化 してい るこ とが 推測 で きる。






































